
平成 23 年度 第 1 回 長野県食と農業農村振興審議会 議事録（要約） 

 

日 時：平成23年７月11日（月）13時から15時 

場 所：長野県庁 西庁舎105号会議室 

 

【農政部農業政策課 林企画幹】 

ただいまから、長野県食と農業農村振興審議会を開会いたします。 

会長が選出されるまで、進行を務めさせていただきます、農政部農業政策課企画幹の林雅孝で

ございます。よろしくお願い申し上げます。 

本審議会は、長野県食と農業農村振興の県民条例に基づき、県が実施する食と農業及び農村の

振興に関する施策及び振興計画の策定に関する事項を調査審議するため、設置されております。 

最初に審議会委員の委嘱について報告いたします。審議会委員は、本審議会を組織する委員で、

知事が任命することとなっております。お手元にお配りしてあります「審議会委員名簿」にござ

いますように、20 名の皆様に本日付で本審議会の委員を委嘱申し上げるところであります。お手

元に委嘱状を申しあげてございます。２年間の任期となりますが、よろしくお願いいたします。 

本日は、審議会委員 20 名のうち 16 名の御出席をいただいております。従いまして、委員の過

半数に達しておりますので「長野県食と農業農村振興の県民条例」第 30条第２項の規定により審

議会が成立しておりますことを御報告申し上げします。 

それでは、最初に和田副知事からごあいさつ申し上げます。 

 

【和田副知事】 

本日は大変暑い中でございますけれども、長野県食と農業農村振興審議会を開催しましたとこ

ろ、大変皆様ご多用中のところにもかかわらず、御出席を賜りまして大変ありがとうございます。 

また、ただいま委嘱状の方をお配りさせていただいておりますけれども、審議会の開催に当た

りまして、委員のご就任を皆様大変快くお引き受けいただいたということでありまして、この場

をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。 

それで、大震災から丁度今日で４か月が経過したということでございまして、今日は栄村村長

さんにも御出席いただいておりますけれども、これから本格的な復旧工事が始まって、住宅ある

いは農地をはじめとします村の復興についても、計画立案を、村を中心に検討されているという

ことでございます。 

また、東日本の関係で福島原発を含めまして、解決はやや長期化しているわけでございますけ

れども、農業関係につきましても大変様々な影響というものも今後またいろいろ出てくると思わ

れるところでございます。県といたしましては、県議会、市町村、あるいは関係機関・団体等と

力を合わせまして、１日も早い復興、適切・迅速な対応に努めてまいりたいと、このように考え

ている次第でございます。 

こうした大震災を契機に日本の社会の潮流、県を取り巻く環境、様々に変化するのではないか

という指摘、また、増えているわけでございまして、県としましては新たに生じている変化、影

響にも十分配慮いたしまして、今後の県づくりを進めていく必要があると、このように考えてい

る次第でございます。 

県づくりの基本的な方向性です「長野県総合５か年計画」というものもございますが、その新



たなスタート地点を、今回、当初の想定では時間的な余裕も見まして、平成25年度ということに

した次第でございます。 

この審議会で御議論いただきます「新たな食と農業農村振興計画」これにつきましても、当然

この「長野県総合計画」と整合性を図っていく必要があると考えておりまして、前の「食と農業

農村振興計画」を策定いたしましてから、４年が経過いたしておりますけれども、ＴＰＰ問題を

はじめとします国際化、あるいは戸別所得補償制度など国の施策の転換といったように、大変私

どもを取り巻く環境は大きく変化しているわけでございまして、こうした状況変化に加えまして、

今日この後、御説明をさせていただきたいと思いますが、現計画の進捗状況、こうしたものなど

も踏まえまして、長野県農業の将来像につきまして、それぞれのお立場から活発な御審議をお願

いしたいと、このように考えているところでございます。 

限りある機会ではございますが、御協力のほどよろしくお願い申し上げまして、簡単ではござ

いますが、私からの御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いたします。 

 

【農政部農業政策課 林企画幹】 

本日は、委員の皆様の初顔合わせとなりますので、ここで委員の皆様を私から御紹介申し上げ

ます。お手元にお配りしてございます「審議会委員名簿」と座席表を御覧いただきたいと思いま

す。次第のついた資料の１ページと２ページになります。条例の第 27号の規定によりまして、ご

覧いただいております名簿の右側に記載の区分ごとに委員数が決められております。名簿順に御

紹介を申し上げます。 

農業者の代表者として、伊藤清人様、荻原昌真様、嶋崎秀樹様、中村節子様。農業協同組合、

農業委員会、その他農業関係団体として、市川貞一郎様、小松正俊様、本日、若干遅れていらっ

しゃいますが、村山博俊様でございます。市町村の代表者として、島田茂樹様、本日、御欠席で

いらっしゃいますが、平林明人様、山田勝文様。県議会議員の木下茂人様、寺島義幸様。消費者

の代表者として、上川恵美子様、重千富様、山越信治様、本日、御欠席でいらっしゃいます、園

原規子様。食品流通業者の代表者として、小山耕作様、堀雄一様。有識者から佐々木隆様、茂木

信太郎様。以上、20 名の委員の皆様、よろしくお願い申し上げます。 

次に、資料の確認をお願いいたします。今回は、議事進行を効率的に進めるため、事前に資料

を郵送させていただきました。それでは、審議会次第を１枚おめくりいただき、審議会資料一覧

をご覧いただきたいと思います。「資料の１から資料３」につきましては、本日改めて配布をさせ

ていただいております。別冊資料につきましては、事前送付いたしました「食と農業農村振興計

画」でございますので、ご確認をお願いいたします。資料をお持ちでない委員さんには、担当の

ものが伺いますのでお申し出をお願いいたします。よろしいでしょうか。 

それでは次に会長の選任についてお諮りいたします。本審議会の会長につきましては、条例第

29 条の規定により、委員の皆様の互選により選出することとなっておりますので、ここで選出い

ただきたいと思いますが、いかがお取り計らいいたしましょうか。 

 

【小松委員】 

はい、よろしいでしょうか。小松でございますけれども、農林水産省の主催しております委員

会の委員長等も御経験をされておりまして、かつまた国内外の農業情報、あるいはフードビジ

ネス、更にはマーケティングにつきまして極めて造詣が深い、御出席の茂木委員にお願いして



はどうかということで御提案申し上げますが、よろしくお願いいたします。 

 

【農政部農業政策課 林企画幹】 

ありがとうございました。ただいま小松委員さんから、茂木委員さんの推薦がございましたが、

皆様いかがでしょうか。 

 

【各委員】 

異議なし。 

 

【農政部農業政策課 林企画幹】 

ありがとうございます。皆様の御賛同をいただきましたので、茂木委員に会長をお願いしたい

と存じます。 

 なお、この審議会の議長につきましては、条例第 30 条第１項の規定によりまして、会長が務め

ることとなっておりますので、茂木会長には議長席へ移動をお願いいたします。 

本日のタイムスケジュールでございますが、審議は 15 時までに終了したいと考えておりますの

で、円滑な進行に御協力をお願いいたします。 

なお、大変恐縮でございますが、和田副知事は、所用のため、これをもちまして退席させてい

ただきます。和田副知事ありがとうございました。  

それから、本日、委員の皆様のお席に置かせていただいてありますジュースにつきまして、本

県のオリジナル品種「りんご３兄弟」のジュースでございます。お試しをいただきたいと思いま

す。詳細は、リーフレットに記載をしてございますので、後ほど御覧いただければというふうに

思います。 

それでは、ただ今選出されました、茂木会長さんから、ごあいさつをいただき、引き続き、会

議の進行をお願いしたいと思います。茂木会長よろしくお願いいたします。 

 

【茂木会長】 

 こんにちは。図らずも会長に選出していただきました。茂木信太郎でございます。 

 この食と農業農村振興審議会、５年の計画年度の中で、今年は４年目ということだというふう

に認識をしております。これまでの振興計画の進み具合をこの審議会で、きちっと総括をすると

ともに、次の食と農村農業の振興をどのように図ったらいいかという、次世代に向けて、またそ

のコンテンツを皆さんと一緒に煮詰めていくという、そういう役割になろうかと思います。 

 私、農業に関しては、いささか経済数値で言いますと、あまり明るい話題は尐ないんでありま

すけれども、しかしながら３．１１以降の日本の在り方が現在、内外から見直されるという状況

の中で、日本社会が非常に社会的基盤がしっかり安定している。これはおそらく農業農村の基盤

のところが絶大であるというふうに認識しておりますし、それからまた日本食を世界遺産にとい

うような動きも極めて活発化しておりまして、食文化を世界に向けてアピールしていくという只

中にある中で、その文化を支える、これは農業農村の大きな使命だろうと認識をしております。 

 振興計画というと、数字の羅列とチェックに得てして関心がいきがちかも知れませんけれども、

数字の裏側にある大切な社会基盤と文化基盤という側面にも目を向けながら、是非議論を皆さん

で闊達にしていきたいというふうに思っております。 



 どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事を進めていくということでありますが、最初に議事といたしましては、今日用

意された議事内容に入る前に、若干手続き的なことで２点確認をしたいと思います。まず、条例

に基づいての審議会でありますので、第 29 条第３項の規定で「会長に事故があるときは、あらか

じめ会長が指名した委員が、その職務を代理する。」ということとなっております。私から代理す

る委員の指名をさせていただきたいと思います。農業情勢、農政施策に御精通されてございます、

ＪＡ中央会の小松委員にお願いしたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 それから、引き続いて、手続き的なことでございますが、この審議会は原則公開と条例第 30

条４項に、「会議は原則として公開」と規定されております。次第の３ページ、４ページに「審議

会等の設置及び運営に関する指針」、「長野県食と農業農村振興審議会傍聴要領」が示されている

とのことですが、この内容に従って傍聴すること及び議事録を作成すること、会議資料の公表す

ること、これら公開の原則に基づいて、そのように措置することでご了承いただけるかというこ

とでございますが、いかがでしょうか。 

 

【各委員】 

異議なし。 

 

【茂木会長】 

はい、ありがとうございます。それでは公開ということで進めさせていただきます。あと、議

事録につきましては、発言委員の氏名も明記するということで公表とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。あと、同じ意味で議事録作成のために、録音、記録も撮らせていただき

ますので、よろしくお願いたします。 

 それでは、本日、事務局の方から議事として、５点用意されておりますので、順次議事を図っ

ていきたいと思います。 

 まず、（１）長野県食と農業農村振興の県民条例について、（２）長野県食と農業農村振興計画、

（３）振興計画の進捗状況と長野県の食と農業・農村をめぐる情勢について、相互に関係してい

るという意味合いもございますし、ある意味でこれが今日の中心的な議論ということでございま

すので、一括、事務局よりまず御説明をしていただいて、討議に入りたいと思います。では、御

説明方よろしく願いいたします。 

 

【農政部農業政策課 北原企画幹】 

 それでは、事務局を務めさせていていただいております、農業政策課の企画幹の北原富裕と申

しますけれども、私の方から一括、ちょっと長くなりますけれども、御説明をさせていただきた

いと思います。 

 初めに、長野県食と農業農村振興の県民条例についてでございますが、誠に恐縮ですけれども

この振興計画本冊の 139 ページを御覧いただきたいと思います。ここに県民条例全文が掲載され

ておりますけれども、本条例につきましては県会議員の御提案により作られまして、平成 18年３

月 30 日に公布されて、４月１日に施行になっております。条例の第１条に目的がございますけれ

ども、食と農業及び農村に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、県民の理解を深めるととも

に、環境と調和した本県農業及び農村の持続的発展並びに本県経済の健全な発展を図ること、こ



れを目的として設置されております。第２条に基本理念がございますが、大きく５項目ございま

す。１つは、安全で安心できる良質な食料の安定供給、２つ目として農業と食品産業の健全な発

展、３つ目として農業農村が持つ多面的機能の適切かつ十分な発揮、それと農業の持続的な発展、

５つ目として農村の振興という、これを基本理念とされておりまして、この基本理念を実現する

ために、第３条以下にございますそれぞれの方々が、それぞれの役割をきちっと担っていただく

ということを明記するとともに、第 10 条以降ですけれども、10 条から 24 条まで 15 項目のそれ

ぞれの施策を具体的に記載しているところでございます。 

また、本日お願いしております本審議会につきましては、第 25条以下に設置規定、また調査審

議事項、更に組織の体制につきまして明記されてございます。この審議会で御審議いただきます

事項につきましては、26条にございますように、振興計画の策定に関すること及び施策の推進に

関することという内容になっております。 

また、この条例では第 31 条にございますけれども、地方事務所毎に、それぞれ審議会の下に部

会を置いて、地域でもそれぞれ振興のための推進を図っていただくということになっております。

条例につきましての概要は以上でございます。 

次に振興計画についてでございますが、この冊子そのものが振興計画でございますが、これを

御説明いたしますと非常に長くなりますので、別冊で色つきのお手元に「振興計画の概要」資料

１というペーパーをお示ししてございます。これで振興計画の概要につきまして、御説明させて

いただきたいと思います。 

 この振興計画につきましては、条例に基づきまして平成 19 年９月に策定いたしました。計画期

間は平成 20 年度から 24 年度までの５年間でございます。特に条例に基づきまして、計画につい

ては毎年度進捗状況について、振興管理をしていくということでございまして、本審議会、また

地区部会でそれぞれ意見を賜りながら、それをまとめた中で審議会に報告し、公表していくとい

うプロセスになってございます。また、この振興計画の基本目標でございますけれども、中ほど

に書いてございますように、食と農の結びつきを深め、農業が 21 世紀に相応しい魅力ある産業と

して発展し、活力ある農村づくりの実現を目指ということで、副題として「食と農が織りなす元

気な信州農業」というものを副題として掲げさせていただいております。また、経済グループ指

標という、大きな数字的なものも合わせてお示しさせていただいておりまして、農業農村総生産

額として基準年平成 17年の 2899 億を 24 年には 3000 億まで引き上げるという計画目標を掲げさ

せていただいております。この中で、農産物の産出額 2800 億でございますけども、長野県の過去

のピークが平成３年の 4119 億でございまして、その後減尐してきたところでございます。平成

17 年が 2735 億まで落ちたということでございますが、単純に趨勢値で紐ときますと 2340 億程度

まで落ちてしまうということで、これをなんとか維持し更に引き上げたいという中で、これから

申し上げます様々な施策を１つ１つ積み重ねることにより 2800 億まで戻したいという、事務方と

しては意欲的な設定をさせていただいたのではないかというふうに考えております。 

その中で、個々のセ施策の展開方向でございますけれども、第４章として基本方向１から５ま

でを設定してございます。１つ目は多様な担い手の確保育成、２つ目は米や園芸作物、畜産など

につきましての付加価値の高い生産とマーケティングの推進、３つ目としましては食育や地産地

消、また食の安全・安心の確保などによりまして、消費者との食の絆を結ぶという取組が書いて

ございます。４つ目としては持続性の高い農業の推進ですとか、多面的機能の維持、また中山間

地域での活性化ということへの取組、５つ目としては農業生産ですとか農村の基盤整備、また防



災基盤、いわゆる土地改良施設の計画的な整備という、この５つの柱で計画を策定し、進めてお

ります。そのための具体的に数字としても達成指標というものを一番最後の方に進捗状況ととも

に掲げさせていただいておりますが、57の指標を作りましてそれぞれ単年度の推進目標数値も設

定しながら進捗管理を行っているということでございます。この中で具体的には、例えば新規就

農者を 141 人から 200 人に引き上げるとか、シナノスイートなどのりんご３兄弟、これにつきま

して545haの作付面積を1560haまで引き上げるというような具体的な数字を示させていただいた

ところでございます。 

また、この５つの基本方向と並びまして、それぞれを横串という形の中で進めるための重点戦

略、ここに書いてあります戦略１から５までの５つのものを重点戦略ということで位置づけまし

て、横串ということで振興を進めていくということでございますし、更に 10 広域ごとにそれぞれ

発展方向を明示してさせていただいているという内容でございます。 

 次に、（３）にございます「振興計画の進捗と食と農業農村をめぐる情勢」につきまして、資料

２で御説明をさせていただきたいと思います。この資料にもございますけれども、５つの基本方

向ごとに、左側に計画作成時にありました主な課題、これを書いてございます。その課題を解決

するための施策展開の中での現状の課題が中ほどにございます。それから一番右に現在の中で計

画策定時にはなかった新たな課題ですとか、それから計画策定時に比べ進捗テンポが早いマイナ

ス要因ですとか、そういうものにつきまして、情勢の変化・時代の潮流という項目の中で記載を

させていただいております。 

若干、中身につきまして内容を御説明させていただきますが、最初に担い手の部分でございま

す。ここに書いてございますように、計画策定時、やはり次の時代を担う担い手の確保育成、こ

れが喫緊の課題であったとともに、農業従事者が減尐する中での集落営農の仕組みですとか、経

営体の法人化、こういうものも非常に大きな課題となってきたところでございます。現在、高齢

化ですとか、それから農業従事者の減尐、これはセンサスを見ましても、やはり当初想定したも

のを上回る速度で進んでいるわけですけれども、一方、40歳未満の就農者 200 人確保目標に対し

まして、平成 22 年 190 人まで回復してきているということですし、集落営農組織につきましても

314 組織まで確実に増えているということでございます。ただ、やはり先ほど申しましたとおり、

総農家数ですとか基幹農業従事者数、それから高齢化率、こういうものはセンサス数字を見るま

でもなく、速いテンポで減尐が進んでいるわけですし、それに伴いまして最近問題になっていま

すのは、高齢者の農作業事故等もやはり問題となってきておりまして、なかなかそういうところ

までの、財政面も含めての施策というのが、まだまだ手当てが出来ていない状況になろうかと思

います。 

 一方、プラスの面としては、雇用情勢の悪化というような社会状況もありますけれども、農

外からの就農希望者が増加しておりますし、マスコミ等でもこういう取組について様々な場面で

の報道というのが近年多くなってきているというプラス要素も見えてきているのではないかとい

うふうに考えております。 

２つ目の付加価値の高い農畜産物の生産ですけれども、水田農業につきましては規模の零細さ

の中での農地集積ですとか、低コスト、省力化、それと米の自給調整が課題であるところですし、

園芸につきましては産地間競争と価格の低下、それから畜産では安全面での要求、餌の輸入飼料

の高騰というものがあったわけです。それから、長野県は従来、市場流通が主体の産地であった

という中での、やはりマーケティングについての行政としての取組、こういうものが当時として



はまだこれからという状況にあったというふうに思います。その中で現状ですけれども、水田農

業につきましては、一定の農地集積ですとか、一定の規模拡大はされておりますが、米の消費量

は依然として減尐しておりますし、個々の経営体での取組というものが、県全体の単位の中で大

きなシェアを占めるというところまで至っていないという状況にございます。また、園芸畜産に

つきましては、ここに書いてあるような「りんご３兄弟」ですとか、「ナガノパープル」ですとか、

「信州黄金シャモ」、「信州サーモン」ですとか、長野県のオリジナル性を活かした品目なり作物、

こうものの増加、それからそれに対する行政施策等されておりますけれども、なかなか全体の中

でのシェアが低いという課題もあろうかと思いますし、長野県独自の認証制度というものにつき

ましても、原産地呼称、信州伝統野菜、更にはプレミアム牛肉というような取組をさせていただ

いております。そんな中で、一番は国の政策転換がこの間大きくなってきたということで、平成

22 年の３月に新たな食料・農業・農村基本計画が策定されましたけれども、この中では自給率目

標を 50％にするということと、その次に書いてございますような多様な農業者を確保するための

農業者戸別所得補償の推進ですとか、六次産業化法の施行ですとか、農地法の改正ですとか、こ

ういうものが新たに起こってきておりますし、ＴＰＰへの参加問題も１つの大きな問題でありま

したけれども、国際化の進展が進んでおりますし、東日本大震災の影響と放射能事故の長引く影

響というのは今後出てくるだろうと、その中で１つにはプラス思考の中では省エネルギー対策で

すとか自然エネルギー活用、こういうものが論点として出てきておりますし、気候変動、温暖化

というものも政策の中では問題になってくるということでございます。 

それから次のページにある消費者と食の絆でございますが、生産と消費とのかい離が大きくな

っているという問題意識の中で進めてきたわけでございまして、食育ですとか地産地消、また学

校給食での県産農産物の利用、こういうものは着実に伸びてきております。ただ、一方では右側

にございますように、福島原発事故発生の中で消費者の不安、これは安全と安心とがイコールに

ならない状況が生まれつつあるというのが大きな課題かというふうに思っておりますし、また口

蹄疫ですとか高病原性鳥インフルエンザというような新しい病気にも対応というのが課題となっ

てきております。 

それから環境の部分では、これは従来の化学合成農薬ですとか化学合成肥料の使用の問題もあ

ったわけですし、それから中山間地域での問題等がありまして、これに対する対応というものを

進めてきております。環境農業の面では、エコファーマーの認定数ですとか、農産物認証、こう

いったものが着実に増えてきております。また中山間地域の直払い制度ですとか、農地・水・環

境保全向上対策、こういうものへの取組も着実に増えてきておりますが、一方では野生鳥獣被害

対策の重要性、それから遊休農地の増加というのは、引き続き課題となってございます。特に右

側の中では、今回の災害もそうですけれども、農村コミュニティの維持をどうしていくのかとい

うことがやはり大きな課題になろうかと思います。 

それから５つ目の土地改良の関係についきましては、限られた予算の中で計画的に整備を進め

ていっておりまして、現在のところほぼ計画どおりに進んでおりますけれども、右側にございま

すように国の政策転換の中で、農業農村整備予算が大きく減らされたというような経過もありま

す。これらを踏まえた中で東日本の問題、温暖化の中でのゲリラ豪雤等の災害、こういうものも

含め、また農業水利施設の耐用年数を迎えているという中での計画的な整備に対する予算の裏付

けというものをどうするのかということが課題ではなかろうかというふうに考えております。 

資料３以降につきましては、主要な指標につきまして年数をグラフ化したものでございます。



時間の都合で詳細につきましては省略しますけれども、一番最初の高齢化と担い手不足につきま

して、一番下が平成 22 年の数字でございまして、75 歳以上のところが跳ね上がった線になりま

すが、５年後にはこの層というのはなくなってくるということでございまして、完全に昭和一桁

世代がリタイヤしてくる中での、農業の担い手をどうしていくのかというのが大きな課題になろ

うかと思いますし、それと合わせる形で経営耕地面積の減尐と耕作放棄地の増加もありますし、

農業生産額の減尐というのがあります。右側の方に農業所得の低下というのがありますが、生産

農業所得は生産額とほぼリンクしているんですが、基幹的農業従事者の一人当たり所得というの

が、実は平成７年までは相似比ですけれども若干伸びがあったわけですけれども、平成７年以降

御覧のような数字で下がってきている。この背景はやはり７年以降のガット・ウルグイラウンド

の合意によります輸入農産物の増加ですとか、それに伴います農産物価格の低下、さらに農業資

材の高騰というものが相まった結果としての数字というふうに考えております。 

その後ろには、それぞれの基本的な数字をお示ししてございますし、資料３－４としては、達

成指標別の進捗状況の一覧でございます。単年度目標に対しまして、達成できたかどうかという

のが資料３－４でございますが、ほぼ計画通り達成できた 100％以上というのが 25 ありますし、

そのほか御覧のとおりでございますが、50％未満というなかなか厳しいもの、これ 18番の輸出の

関係、それから 33 番の豚肉のトレーサビリティの関係、それから 43 番の遊休農地という３つで

すけれども、なかなか社会情勢の部分、それから県だけでは如何ともし難い部分というものの中

で遅れているものもあるという状況であります。 

若干長くなりましたけれども、以上でございます。 

 

【茂木会長】 

はい、ありがとうございました。施策の項目数いくつって言いましたかね。 

 

【農政部農業政策課 北原企画幹】 

57 指標、59 項目。 

 

【茂木会長】 

59 項目あるそうですけれども、県の説明は振興計画でございますので、網羅的に多様な分野と

いいますか、あらゆる分野に亘って網かけをして、その中で 59 項目に亘って具体的な施策を展開

されているということで、大きな流れと具体的な数値と取り混ぜてお話をしていただきました。

その情報の整理に手間取るかもしれませんけれども、とりあえず全体状況としては経済的な数値

で見ると、もう尐し努力したいところであるけれども、個々の具体的な内容で言うと、そこそこ

という表現がいいか分かりませんけれども、振興計画それ自体がうまく進展しているような様子

であったというふうに思います。今日は今年度の最初の会議ですので、もちろん具体的な時点で

の御質問もあろうかと思いますし、それから御意見もあまり細かいところに入るよりも、むしろ

具体的な御提案も含めて、どちらかというと比較的自由に御意見を言っていただいたらよろしい

のではないかというふうに思います。できるだけ皆さん全員に御発言していただきたいと思いま

す。時間は限られておりますけれども、是非よろしくお願いいたします。ということでいかがで

しょうか、御質問や御意見承りたいと思いますが。皆さんそれぞれ御自分のバックグランドとい

いますか、あると思いますので、そういう観点から見た時にここがいいとか、まだ物足りないと



かいうようなことをどしどしと御指摘いただければと思います。また、各地区の様子を踏まえた

時に、県全体で見る目線と地区ごとに見る目線と齟齬がある場合もあると思いますので、その辺

も含めて御指摘いただければと思いますので、いかがでしょうか。 

私の方から、こういう全体的な話ですから御専門の佐々木先生から一言何かコメントいてだい

て、それから業界の皆さんに振りたいと思いますのでいかがでしょうか。 

 

【佐々木委員】 

今まで、計画の作成、毎年の進捗状況の管理について伺わせていただいてきたわけであります。

担い手について発言させていただきますと、次代の担い手の育成確保と集落営農等の仕組みづく

り法人化を掲げて計画が進められてきたと思います。 

長野県のような中山間地を含むところは、大型の経営と同時に、農業基盤を維持するために集

落営農という仕組みづくりも必要であり、２つの点を同時にやらなくてはいけないというところ

に難しさがあるという感じがしております。 

新規の就農者、集落営農について目標に近い達成状況にあり努力が伺えるし、私も各地で動き

を実感しているわけでございます。 

気になる点について言うと、販売額 500 万円以上の農家が５年で 2000 戸くらい減尐しているわ

けです。所得率５割で 250 万円くらいの専業的農家の経営が維持できなくなっているというよう

なことが出ていると思います。規模拡大しているが販売額が伸びない。これからの農業の担い手

を考えると、フルタイムで農業を行う人をいかに作っていくかが長期的な課題であり、ここが減

尐しているのは大きな問題だと思います。このフルタイム農家をいかに支援していくのかがこれ

からは大事になるのかなという感じがしております。 

もう１点、担い手の確保状況のところで、就農者の統計を見ると、自営就農者と雇用就農者の

２つに分けられていまして、21 年度で初めてだと思うが雇用就農者が自営就農者を上回っていま

す。法人等に雇用されると言う形で新し就農するパターンが大きな流れになってきていると、時

間をかけて見ないと定着しているかは判らないが、この大きな流れがでてきている点を考慮に入

れながら、担い手の確保等についてみていくことも必要なのかなと感じています。 

 

【茂木会長】 

核心的な課題で御提案いただいきました。 

販売額 500 万円以上の農家の見たてをどのようにするかについては皆さん関心があるとろでも

あると思いますので、注意していきたいということと、あと新規就農について、雇用農業者の急

増は農業基盤そのものに構造変化が起きているとい御指摘については問題提起として捉えていき

たいと思います。 

 

【寺島委員】 

栄村の村長がお見えであり、被災以来、並々ならぬ御努力に敬意を表したいと思います。 

長野県農業の産出額はかつて4000億円あったものが、現在2700億円弱ということであります。 

本県の農業は先輩の御努力で、狭い農地を有効利用し、技術力の高い農業により現在のように

園芸王国を築き高い収益を確保してきたように理解しております。 

私の地元の立科町に五輪久保という地籍がある。農家は 16～17 戸くらいであるが全てに後継者



がおり、外からりんごを買いに来て、農家の売り上げも十分にある。これは、冷涼で寒暖の差が

あり日照時間も長い自然の恵みと相まって、40年ほど前に県農業試験場の指導もありりんご栽培

を始めたが、色付きの良い、品質の高いりんごの生産によりブランド化が行われております。 

 その隣には、長野県の農業法人の草分けである十八塚りんご組合があり、民間スーパーとの契

約をメインに収益をあげておられます。 

 この両者を見ると、生計の立てられる農業を行っておられます。 

また、本県も「りんご３兄弟」や「りんご新わい化栽培」への取組を進んでまいりました。本

県は関東平野などと比べるとあまり恵まれているとは言えない土地条件ではあるが、それだけに、

消費者の本当に求めるものをきちっと把握した上で、ブランド化や新たな需要の創出の工夫、民

間との契約栽培、輸出といった販売面での工夫などの川下対策をしっかりやらなくてはいけない

という思いがあります。また、新たな品種や技術の開発を進めながら、収益性の高い農業を行い、

生計の立てられる農業への施策を打ち出す必要があると強く思っております。 

農業を取り巻く環境が大きく変わりつつあり、かつてのように産地で大量に生産し市場へ持っ

ていくということばかりでなく、収益性があがり、きちんと生計が立てられ、若い人が農業をや

ってみようと思えるようなビジョンを示していくべきと考えおります。 

 

【茂木会長】 

８桁農業へのベンチマークへの意見であり、努めていきたいと思います。 

 

【小松委員】 

現在の振興計画の進捗状況を検証しつつ、取り組むことは大切だと思っております。 

大きく４点に自分なりに整理し、振興計画の結果を出していくかを考えると、 

１点目は、人づくり・担い手の育成であり、振興計画策定時に、地帯別、作目別等に夢を提案

しながら経営累計を示したが、もう一度、労働面、土地利用面、技術の伝承等を踏まえ、県内の

地帯別等に丁寧に見せていくことが必要と考えております。 

２点目は技術開発であり、従来から官民共同しオリジナル品種の開発等に取り組んできたが、

引き続き大きな力を注ぐべきであると思います。 

３点目はマーケティング。日本全体をカバーできる卸売市場の機能を基本に、多様なチャネル

のマーケティングへの取組により、担い手の期待に応えていくことが必要であると思います。 

４点目はコミュニケーションであり、体験や交流を通じた消費者との距離を近付ける努力を関

係者が行うことが必要であると思います。 

 

【茂木会長】 

この４つの視点でも、振興計画の中身を見ていきたいと思います。合わせて、中心的な議論で

ある、人づくりについてはご提案の技術的な裏付けを示す中で整理をしていきたいと思います。 

 

【木下議員】 

平成３年以降農産物生産額は減尐を続けており、これをくい止めるため条例を作りました。 

長野県は 10 圏域に分かれ、各地域に部会を設置しており、この計画を実現するためには、農家

が本当に同調し一体となり行っていくという協働の気持ちができてこないといけないと思います。 



その点で、各部会と県全体の計画の関連は本当に一体的に、各部会の積み上げた物が県の計画

と成っているのか、県の計画は各部会の考え方を組み込んでいるか、各部会においては 3000 億円

の農業生産額のうち作目毎にどれだけを生産していけばよいのか、各農家はどれだけ何を作れば

よいのか、と言うことが１本になって繋がっているのかが問題があるのではないかと思います。 

平成 21 年度の生産額の結果が出ているが、各地域でどのようになっているのか、今後 24 年ま

で 3000 億円を達成するために各部会、農家がどのように取り組んでいけばよいのかピッタリとい

っているのか、体制ができているのか、あと２年しかないのでチェックしなおして、今までの検

証と今後の計画について、作目毎に作付面積、生産目標額が一体となってできているのか検討し

てみる必要があると思います。 

 

【茂木会長】 

振興計画の全県的な取組を 10 広域にブレイクダウンして確認したときどのような結論が得ら

れるかについてはやらなくてはいけないことであり、次回かそれ以降に事務局で準備をお願いし

ます。 

また、振興計画については、本当に農業者に寄り添うものとなっているかという問題提起をい

ただきましたので、当事者の農業者代表の意見をいただきたいと思います。 

 

【伊藤委員】 

農家から見てどうかについて、農業経営者協会の立場も含めてだが、振興計画については、ひ

とつの目標として農業生産額の数値が示されており、この達成については行政としての一つの役

割ということもありこの審議会で検討しているわけですが、実際には、この達成は現場で物を作

っている農家がいかに頑張って生産し、有利に販売し、その総額として 3000 億円が達成されるか

ということだと思われます。 

県では、農業者の考え方や動向を見て、意欲的に取り組んでいる部分をより伸ばしていくとい

うところに焦点を充てることが必要だと思います。 

長野県農業をどうするかという中では、人を見ない、農業だけしか見ないではなくて、どの地

域で誰がやっているのかという視点が必要であると思います。安全安心にしても、誰が安全な物

を作っていて、その人の持っている安全・安心の基準はなにかといことを理解していただくこと

が大切であるということを申し上げたいと思います。 

 

【茂木会長】 

行政では全体的に過不足無くといことになるわけですが、事例という形の中で先進的な具体的

な事例研究を進めていこうというふうに思います。 

 

【掘委員】 

流通面から話すと、3000 億円を目標にやって行くには、産業としての農業、県外のマーケット

に向けた競争力の強化が必要であり、内に向けてでは目標達成は難しいと思います。県農業の問

題点は品目の偏りであり、需要が多様化している中で、品目拡大により日本の一時期（夏期）の

総合野菜供給産地としての位置づけによる産業としての農業づくりと、内に向けてのブランド販

売が必要であと思います。10 年前から品目拡大の産地づくりが進んでこないのが問題点があるの



ではないかと思います。 

また、数字にとらわれることは本当によいことか疑問に思う。数字と農家の活力と両方を追い

求めると何かが欠けてくることもあろうかと思いますので、まず売り上げではなく、長野県農業

の活力と魅力を取り戻し、次に拡大に移る施策もあるのではないのかと考えております。 

マーケットを見る中では、流通の８割を占める量販店（＋外食）を主力においたマーケティン

グ戦略を組む必要があるのではないかと思っておりまして、２割の専門店を追っても価格は取れ

ないと思います。 

野菜は鮮度と値頃感が重要ではないかと考えております。消費層を見ると一時期と違い所得に

大きな幅が出来ている。一定の所得層以上を狙うだけでなく、対象マーケットの幅を広げること

も重要ではないかと考えております。 

果実は味とブランド力が重要であるのでそのように進めて行くべきであると思います。 

 

【茂木会長】 

数字だけでなく、現在の計画の基本目標である活力のある農業農村の実現について、極めて戦

略的な取組が必要であるという提言であり、課題として捉えていきたいと思います。 

 

【荻原委員】 

若者としての農業経営という観点で話しさせていただきたい。10年前に農業の勉強せずに就農

しました。入った理由は既に経営が成り立っていた、儲かっていた両親の経営があった。経営規

模は現在の半分くらいだったが、そこから７～８年で経営規模を倍に出来た部分が大切で、担い

手の育成やこれからの農業を考える中で、自分が実体験した中で仲間に対しやっていきたいとい

う部分です。 

私は、農業の知り合いもいないし知識もない、幅を広げようと地元や県の青年クラブなど同業

の若い人の集まりに参加し切磋琢磨しようとしました。そこには具体的に何があるというわけで

はなく、儲かる農業をやろう、おもしろい農業をやろう、それぞれ負けたくないという気持ちで

みんなが集まり、自分でないと出来ないことをやろうとするモチベーションが生まれ、主体性を

持ってこんなイベントをやりたい、こんな所に売りに行きたいなどを自分達で考え、このような

アイデアに普及員等にサポートしていただいてやってきました。 

地元の活動の他、全国組織でも活動し東京へも行くようになり、全国でも付加価値を付けたい

と思い売り先を見つけようとする、時間、サポートがあれば、企業とも会い、マーケティング、

営業、経営感覚を学び、付加価値の作り方、付加価値だけではダメなどと考え始めました。 

現在、従業員は全員 20代であり、若い人しか集まらなくなってきたんです。先進的な農業、食

える農業、人に喜ばれる農業は若者から見てもおもしろく、このような感覚を、５年後、10 年後

に経営者となる若者に伝えることが大切であると思います。チャンスを掴む部分は自分でやるの

で、５年後、10年後の担い手をどこにおくかを考えることが必要だと思います。 

 

【島崎委員】 

農と農業に分けた政策とすべきであり、農の担い手と農業の担い手は違うんです。 

農業の担い手が自給率を上げ、地域を活性化し、雇用し、生産を支える。農の担い手は、自分

や地域を大切にし、仲間を大切にし、農を楽しみながらグリーンツーリズムを頑張る中で、農と



農業に分けた施策が必要であると思います。 

 

【茂木会長】 

農と農業に分けるという話で、施策の行き違いがクリアになってくるのではないかと思います。 

 

【中村委員】 

昭和１桁代がリタイアする中で、定年を迎えた方たちが、せめて自分の家の農業に目を向け、

地域みんなで頑張れる方向が出来ればよいと思います。 

定年になっても、本気になって農業をやらない方、何もしない方がいるが、そのひとり一人が

小さな力であっても大勢が目を向けるようになればよいと思っています。 

生活の出来る農家には後継者はいると思うが、耕作面積の尐ない兼業農家の後継者が農業に目

を向けていっていただければいいなと思います。 

 

【市川委員】 

働きやすく住み良い農村の中で、農業農村整備予算は大きく減っているということであります。

コスト低減しつつ整備を進めなくてはいけないと思います。水が来なければ農業生産はできませ

んので、計画的な整備を進めていいていただきたいと思います。小水力発電も普及するよう進め

ていただければありがたいと思います。 

 

【島田委員】 

震災へのご支援をいただき感謝します。本日で４ヶ月が過ぎ、梅雤も明けたことから避難勧告

を解除しました。 

栄村は水稲が中心であるが、近隣の中野市などは果樹等があり農業が盛んです。 

本日は勉強させていただきたいと思います。 

 

【上川委員】 

消費者の立場では、地産地消、食の安全、食育に関心があります。 

農家の所得が高くない現実を見て、これではいけないという気持ちです。 

安全を求めながら、つい安価に走ってしまう消費者としの責任も感じました。 

木曽の農地は尐ないが、伝統野菜、伝統料理、観光と合わせた農業も考えていく必要があると

思います。 

 

【重委員】 

食料危機が心配です。安全に作った物が安心を与えられないと言った話も出たが、消費者とし

て何をすればよいか、例えば、曲がったきゅうりを買えば活性化につながるのかなど、明確な物

があればよいと思います。 

 

【山越委員】 

効率・利益は大切ですが、先を考えたときに「遊び」の心が必要と感じています。食べもので

はないが飾りの野菜があります。例えば、「きゅうり」では「きゅうり」より「きゅうりの葉」の



方が高いという現実もあることを知って欲しい。 

私どもは伝承料理、行事食を進めているが、そのころに作られた物が今はない。営業の人が代

用で買ってくるしかできない。その点も生産者も考えて欲しいと思います。 

どのように売るかという観点では、例えば本日のジュース（りんご３兄弟のジュース）は、こ

の場で注文する場合や、高速バスの中などではまず売れないが、ビジネスホテルの朝食なら売れ

ます。 

「おいしい」で終わるのではなく、どう売れるかが大事だと思います。これからは売り方を考

えなくてはいけないと思います。法人化をしながら、売り手、作り手、経営をする人の分業も大

切ではないかと思います。 

 

【小山委員】 

小売りを担当する立場から、震災の影響でお客様の声の中で、特に子どものいる世代から、な

ぜ○○県産の農産物を売るのかとの声があります。 

消費者の購買動機が、（安全安心に）敏感になっています。 

タイを訪問した時に、長野県は大丈夫かと尋ねられていました。県内の消費者は安心している

と思うが、海外に向けイメージの払拭、長野県は安全安心だということを前面に出していくこと

が必要だと感じております。 

 

【茂木会長】 

 ありがとうございました。ほかにもご意見もあろうかと思いますが、次第の最後のところに参

考様式がついていますので、引き続き御意見を委員の皆様方から頂戴できればと思っております

ので、事務局の方へお寄せいただければと思います。次回以降に整理して、検討した事項につい

ては提案という形で御提案させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 では、議事として（４）まで終了ということで、残りの（５）スケジュールについて事務局の

方から御説明願います。 

 

【農政部農業政策課 石田参事】 

農業政策課長の石田訓教でございます。よろしくお願いいたします。 

それでは、次第資料の５ページを御覧いただきたいとおもいます。本審議会スケジュールでご

ざいますが、本年度につきましては、今回を含みまして３回の開催をお願いしたいと考えており

ます。次回でございますけれども、８月 24 日を予定しておりまして、「振興計画の平成 22 年度実

績レポート」の案についてご検討いただくと同時に、本日の御意見等を踏まえまして、「今後の長

野県の食と農業・農村の方向性」について、御審議を賜る予定でございます。 

 また、新たな振興計画について本年度、御審議をお願いしていくということになっております

ので、第３回の審議会を年明けに開催することといたしまして、その時に「次期振興計画の策定」

について「諮問」を申し上げる予定でございます。 

一番右側にございますけれども、「新たな総合５カ年計画」の策定が平成 24 年度にかけまして

進められる予定でございますので、それと整合性をもって進めてまいる予定でございます。そし

て、平成 24 年度でございますけれども、２回程度の開催を予定いたしまして「次期振興計画の策



定」についての答申をいただきまして、秋ごろには「新たな振興計画」を策定していきたいとい

う予定でございます。 

 

【茂木会長】 

 概ね、２カ年に亘ってこういう計画でスケジュールされているということでございます。 

 その都度、また問題点とか、新しい問題提起やその他課題がありましたら、これとは別に柔軟

に対応してまいりたいと思います。８月 24 日に次回があるということでございますね。 

続きまして６のその他について事務局からお願いします。 

 

【農政部農業政策課 林企画幹】 

それでは、２点お願いいたします。 

１点目は、次回の審議会の開催日でございます。先ほど課長から説明申し上げましたとおり、

８月24日の午後１時30分から開催したいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。

会場等は後日連絡させていただきます。 

それから、２点目でございます。先ほど茂木会長からお話しがございましたとおり、本日の審

議会につきましては短い時間の中での御審議でございましたので、次回の審議会におきましては、

本日の審議に加えまして、長野県農業の現況への御見解、また、今後の方向性などについて皆様

の御意見を集約し、お示ししたいと考えております。 

 つきましては、次第付き資料の６ページの参考に様式を付けさせていただいておりますが、任

意の様式でもかまいませんので、郵送・ＦＡＸ・電子メールなどで、今月中を目途に事務局まで

お寄せいただければと考えております。よろしくお願いいたします。 

 

【茂木会長】 

委員の先生方、何か御提案等はございますでしょうか。それでは、それでは本日の議事につき

ましては以上で終了とさせていただきます。委員の皆様には、御熱心に討議いただきましてあり

がとうございました。 

 

【農政部農業政策課 林企画幹】 

ありがとうございました。 

それでは閉会にあたりまして萩原農政部長からごあいさつを申し上げます。 

 

【萩原農政部長】 

茂木会長並びに委員の皆様方には、大変お忙しいところ御出席いただきまして、その上貴重な

御意見を賜りまして誠にありがとうございました。先ほどの日程の中でもお話させていただいた

わけでありますけれども、平成 24 年度締め、平成 25 年スタートということで長野県の新しい農

業振興の計画を作ってまいりたいということであります。長野県は多様な農業が展開されており

ますし、農業に取り組む皆さんも専業農家から兼業農家もいらっしゃいます。とにかく長野県農

業・農村をいかに活性化していくかということが皆様方に御審議をお願いした内容であります。

是非、今後ともいろいろ御支援を賜りたいと思います。以上、申し上げさせていただきまして、



今日のお礼とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

【農政部農業政策課 林企画幹】 

それでは、以上をもちまして長野県食と農業農村振興審議会を閉じさせていただきます。 

委員の皆様にはお忙しいところ御出席いただき大変ありがとうございました。お気をつけてお

帰りください。 


